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日本・米州・欧州全ての 

自社生産研究拠点※１で購入する電力を 

１００％再生可能エネルギー化完了 

                          

 

 

 

 

 

 

「サントリー天然水 北アルプス信濃の森工場」 「Weingut Robert Weil（ロバートヴァイル醸造所）」 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

サントリーグループは、日本・米州・欧州の飲料・食品および酒類事業に関わる

全ての自社生産研究拠点で購入する電力を、１００％再生可能エネルギー（以下

再エネ）化しました。 

当グループは昨年４月から、日本国内の飲料・食品および酒類事業に関わる全ての

自社生産研究拠点で購入する電力に再エネを導入しています（ニュースリリース

No.14114 参照）。今回米州・欧州へも導入することで、温室効果ガス（以下ＧＨＧ）

排出量は、日本も合わせた６６拠点で年間約２３万トンの削減※２に相当します。 

※１ 飲料・食品および酒類事業に関わる拠点 

※２ ２０２１年の購入電力量実績に基づく 

 

サントリーグループは、水や農作物など自然の恵みに支えられた食品酒類総合

企業として、「水と生きる」をステークホルダーとの約束、「人と自然と響きあう」

を使命に掲げ、創業以来、持続可能な社会の実現を目指してきました。 

気候変動対策については、２０５０年までにバリューチェーン全体でＧＨＧ排出

を実質ゼロにすることを「環境ビジョン２０５０」で、２０３０年までにＧＨＧ

排出を５０％削減※３することを「環境目標２０３０」で掲げ、今後もグループ一丸

となってサステナビリティ経営に取り組んでいきます。 

※３ Scope１＆２、２０１９年の排出量を基準とする

https://www.suntory.co.jp/news/article/14114.html
https://www.suntory.co.jp/news/article/14114.html
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●サントリーホールディングス（株）常務執行役員 

サステナビリティ経営推進本部長 藤原 正明 コメント 

サントリーグループは、人と自然と響きあう社会の実現に向けて、サステナビリ

ティ経営を推進しており、全社でＧＨＧ排出量の削減に積極的に取り組んでいます。

今回新たに米州、欧州の自社生産研究拠点で購入する電力を１００％再生可能

エネルギー化できたことは、脱炭素社会の実現に向けて重要なステップと考えて

おり、「環境目標２０３０」達成を目指し、今後も活動を加速させていきます。 

 

▼サントリーグループのサステナビリティ 

https://www.suntory.co.jp/company/csr/ 

 
▼サントリーグループの環境負荷低減活動 

https://www.suntory.co.jp/eco/teigen/ 

 

 

▽本件に関するお客様からの問い合わせ先 

サントリーお客様センター https://www.suntory.co.jp/customer/ 
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